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エッセイ漫画のマルチモダリティ：
言語情報のビジュアル化と「間ジャンル性」

成岡　恵子

1 ．序論

　本論は「エッセイ漫画」と呼ばれる作品を、メイナード（2008）の「マルチ

ジャンル・ディスコース」の概念を参考に分析し、ビジュアル記号とバーバル

記号の交差・融合を示すことで、従来の漫画ともエッセイとも異なるマルチ

モーダルなディスコースになっていることを明らかにする。本研究では、エッ

セイ漫画の代表的な作品『ダーリンは外国人』（2002年、小栗左多里作、以降

『ダーリン』と省略）を分析対象とし、言語情報がどのように書きことばとして

表現（ビジュアル化）されているか、という点に注目した分析を行う。そして、

書きことばではあるが多様な表現方法がなされていること、その多様な表現方

法からバーバル情報以外にメタのレベルで伝えるものを探り、更にそれがエッ

セイ漫画というジャンルの中でどのような役割を果たすかを考察する。

　「エッセイ漫画」または「コミックエッセイ」と呼ばれる書籍はここ数年、

書店でも専門のコーナーを設けられるほど人気がある。文字通り、エッセイを

漫画仕立てで描いた本であるが、今回データとして扱う『ダーリン』のように

「異文化理解」をテーマとするもののほかに、語学、ダイエット関連や節約方

法、子育てや一人旅、うつ病治療など非常にさまざまな題材の作品が出版され

ている。本研究では、なぜこのような書籍が人気があるのか、魅力のある作品

となるのかをマルチモーダルなディスコースとして分析することから考えてい

きたい。
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　マルチモダリティ分析というと、ジェスチャーや視線などのインターアク

ションの中でのノンバーバルな側面の研究が主であるが、書かれたものにおい

てもマルチモーダルな分析が可能である。近年のインターネットや携帯電話の

発達で、電子メール、携帯メール、インターネット上のチャットなどで使われ

ることばの研究も進んでおり、フォントや絵文字の機能やデザイン性も、現代

のコミュニケーションにおいては大きな役割を果たしていることが明らかと

なっている。そこで、従来の紙媒体で表現される作品の中で、さまざまなフォ

ントや手書きなどの表現方法が使用された作品を分析し、そのマルチモダリ

ティ現象を見ることによって、ことばの表現の多層性や画など他のビジュアル

記号との関係を探っていきたい。

2 ．マルチモダリティ分析とエッセイ漫画

　エッセイ漫画とは、文字通り「エッセイ」を「漫画」で描いたものである。

従来の「ジャンル」という意味であっても、エッセイと漫画の二つのジャンル

が交差する「マルチジャンル」と呼べることができるであろう。しかしメイ

ナード（2008）は『マルチジャンル談話論』の中で「ジャンル」をより広い枠

組みで次のように定義している：「意味を創造する人間行為に典型的に観察で

きる一定の表現様式によって支えられたある種の談話のタイプ」（2008：2）。

メイナードのいう「表現様式」とは、語彙、文法、談話構造、表現のパターン

やスタイル、広くはビジュアルも含む（2008：2）としている。つまり、「エッ

セイ」や「漫画」といった分類を示す「ジャンル」よりもさらに細かく、ディ

スコースの中で言語情報および非言語情報の表現方法のことを「ジャンル」と

呼んでいる。

　更にメイナード（2008）は、異なるジャンルが遭遇することで生じる意味や

効果を「間ジャンル性」と呼び、ディスコースのマルチジャンル現象を分析す

るに当たり重要な概念としている。複数のジャンルを駆使し、複数の声を用い

て共通の情報を表現することで、次のような効果が見られるとしている：

⑴ 異なる世界が導入され、変化に富むディスコースとなる、⑵ 異なるジャン
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ルを交差させることで生じるサプライズ効果が出る、⑶ 一つのジャンルでは

表現しにくいものを相互協力を通して意図する意味が効果的に創造される、

⑷ ジャンルを操作することで創造性が発揮される、⑸ 複数のジャンルを混合

することによって複数の主体、もしくは主体の複数の側面を表現することがで

きる（メイナード 2008：23-24）。メイナード（2008）では、ポスター広告、テレ

ビドラマ、歌（歌手のパフォーマンスを含む）などさまざまなディスコースがマ

ルチジャンルの現象を示していること、そしてその間ジャンル性がもたらすさ

まざまな効果を示している（ 1 ）。

　本論では、メイナード（2008）を参考に、エッセイ漫画の代表作である

『ダーリンは外国人』のマルチモダリティ分析を試みる。特に作品の中で言語

情報がどのようにビジュアル化されているかに注目し、書きことばの表現方法

とその役割、また画との関連性を見ることによって、作中でみられるマルチ

モーダルな現象を捉えてみたい。そしてこの作品からはどのような間ジャンル

性が生じているのかを考察したい。

　van Leeuwen（2004）はマルチモーダル分析の必要性を述べる中で、書きこ

とばの表現方法を分析対象とすることの意義を次のように述べている：「言語

を文字化する際のフォントの選択や自筆の文字の形が情報を伝えることができ

る。コミュニケーションを刻みつけたジャンルとして見れば、文字自体も分析

の対象となり、マルチモーダルなアプローチが必要になる」（2004：14）。そこ

で本研究では、『ダーリン』の中で表出される書きことばを、出てくる位置（吹

出し内か外か）、タイプされた文字がどのようなフォントを使用しているか、ま

たは手書きで書かれた文字か、によって分類することで、書きことばに注目し

たマルチモダリティ分析を試みる。

（ 1 ）　本論ではメイナード（2008）のマルチジャンル・ディスコース分析の方法を参考に分析と考察
を行うが、より一般的な「マルチモーダル」もしくは「マルチモダリティ」という用語を使用す
る。
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3 ．先行研究

　本節では漫画に関する先行研究を扱う。エッセイを言語分析のデータとして

使用することはあるとしても、一つのジャンルとして分析した研究は著者が調

べた限りでは見つからないからである。一方、漫画というジャンルに関する研

究は非常に多岐に渡っている。主な研究としては次のようなものがある：

⑴ どういう視点から画が描かれているかや漫画に登場する瞳や手の持つ役割

といった画に関するもの、⑵ コマの分け方や物語の時間の表現などの構成に

関するもの、そして言語表現に関するものとしては、⑶ オノマトペ（擬音語・

擬態語）の使用に関するもの、⑷ 登場人物の話すことばのスタイルに関する

もの、などがある（竹内 2005）。

　特に漫画に登場するオノマトペの研究では、その表現方法が手書きで画の中

に入り込んでいる場合が多く、バーバルとビジュアル情報の融合の観点から論

じられている（布施 2004、沼田 1989）。例えば、漫画では擬音語・擬態語を画

の中に描きこむ「描き文字」と呼ばれるものを使用してさまざまな音や状態

を、その音や状態のイメージを表現しつつ描かれている。長谷（2000）は、こ

の「描き文字」の機能を利用して、ショックを受ける場面で「ガーン」といっ

たように、登場人物の心理状況を表現することが見られ、この擬音から変化し

た「音喩」とでも言うべき表現が、現在では多様な記号として漫画の中に描き

こまれているとしている（2000：73）。また沼田（1989）は、擬音語・擬態語な

どの表記が縦書きのみでなく横書きや斜めに書かれることもあることや、字体

が自由であることを指摘している。

　しかしながら、漫画研究の中でオノマトペ以外の言語表現、特に言語情報が

漫画の中でどのように表出されているかに関する研究は少ない。例外として、

Unser-Schutz（2010， 2011）は少女マンガと少年マンガという従来の「ストー

リー漫画」を分析対象とし、現代人気のある漫画の中での言語の役割に焦点を

当てた研究をしている。そして、ストーリー漫画でしばしば手書きの文字が登

場することに注目し、手書きの果たす役割を論じている。Unser-Schutz（2010， 
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2011）はマンガの中で出てくる言語情報である「テクスト」を次の八項目に分

類した：⑴ セリフ（lines）、⑵ 心の声（thoughts）、⑶ ナレーション（narra-

tion）、⑷ 吹出し外（背景の）セリフや心の声（background lines/thoughts）、⑸ 吹

出し外（背景の）コメント（comments）、⑹ オノマトペ（onomatopoeia）、⑺ 背

景内文字（background text）、⑻ タイトル（titles）。そして八項目で使用された

文字数をカウントし、少女マンガと少年マンガの二つのジャンルでの比較も

行っている。これらのカテゴリーの中で、⑴、⑵、⑶、⑻ はタイプされた文

字、⑷ と⑸ は手書きの文字、⑹ と ⑺ は画の中に組み込まれて書かれてい

る文字が使用されている。その中でも手書きの文字が使用されている ⑷ 「吹

出し外（背景の）セリフや心の声」と ⑸ 「吹出し外（背景の）コメント」の

二項目は、少女・少年マンガの両ジャンルにおいて割合は低いが、少女マンガ

では調査した四作品すべてに表れているのに対し、少年マンガでは非常に頻度

が低く、全く現れない作品もあるといった相違点を指摘している。そしてその

違いを、作者と読者の近さ、手書きの持つ温かみや親しみやすさから、少女マ

ンガの特徴と共に考察している。

　また、Allen and Ingulsrud（2008）は、漫画の読み手が作品のどの場所に目を

やって読んでいるのかをペンで追ってもらうことによって調べる実験をした。

その結果、文字（テクスト）の種類によって読み方を変えるなど区別している

ことが分かった。つまり、セリフが書かれた部分（吹出し内）には目が行くも

のの、それ以外のナレーションや手書きの部分には目をやらず、飛ばしている

読み手が多かった。実際にフォローアップインタビューにおいてはっきりと

「ナレーションと手書きの部分は飛ばして読む」と述べる読み手もいるほどで

あった。このことから、同じ書かれたことばであっても、読み手がテクストの

種類の違いを認識し、それによって注意深く読んだり飛ばして読んだりしてい

ることが明らかであり、テクストをどの位置に、どのようなビジュアル化の方

法で表現されているのかが重要であることが分かる。

　以上、漫画に関する先行研究を示したが、エッセイ漫画というジャンルを

データとしたり、エッセイ漫画に限った分析を行った研究はこれまでなされて
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いない。そこで本研究は、新しい「エッセイ漫画」というジャンルの特徴を明

らかにするため、漫画の先行研究を参考に分析・考察を進めていく。

4 ．分析

　本節では『ダーリンは外国人』の中に見られる言語表現をビジュアル化の方

法により分類し、各カテゴリーで表現されている言語情報が作品（ディスコー

ス）の中でどのような役割を果たしているのかを観察する。また、それぞれの

カテゴリーで使用された文字数及び全体の文字数に対する割合を示すことで量

的な分析を行う。そして、従来の「ストーリー漫画」の先行研究との比較か

ら、エッセイ漫画における言語表現のビジュアル化の特徴を明らかにする。

　前節で述べたように、漫画に関する先行研究において書きことばに注目した

研究は、ほとんどが擬音語・擬態語に限られ、言語情報の字体について議論さ

れた研究はない。そこで本研究ではまずフォントの種類や手書き文字の使い分

けにどのような特徴や傾向があるのかを調べる（ 2 ）。対象作品の中で言語情報が

作品のどこに、またどのような字体で表現されているかにより次の七種類のビ

ジュアル化カテゴリーに分類した：⑴ 吹出し内明朝体、⑵ 吹出し内手書き、

⑶ 吹出し内ゴシック体、⑷ 吹出し外ゴシック体、⑸ 吹出し外手書き、⑹ 吹

出し外強調、⑺ 吹出し外明朝体。この分類は先述の Unser-Schutz（2010， 2011）

を参考にしたが、本研究では言語情報のビジュアル化の方法によって分類する

ため、「セリフ」「ナレーション」といった言語情報のディスコースにおける機

能ではなく、どの位置に、またどのようにビジュアル化されているか、という

基準から分類した。以下に七つの分類の文字がディスコースの中で果たす役割

について詳しく見ていく。

　⑴ 吹出し内明朝体：漫画では一般的に吹出し内に書かれる登場人物のセリ

フ（発話文）は明朝体が使用されている。明朝体は正式な印象やきちんとした

印象を持ち、また読みやすいという特徴がある（高柳 2005）。このような特徴

（ 2 ）　漫画におけるフォントの使用についてはより全体的な観察が必要であり、また歴史的な変遷を
見る必要があるが、今後の課題としたい。
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のため、本来セリフが主となり構成される漫画においては、セリフをビジュア

ル化する際のフォントとして明朝体が選ばれたと考えられる。エッセイ漫画に

おいても同じ傾向が見られ、『ダーリン』でも吹出し内に出てくる文字の多く

は明朝体が使用されている。『ダーリン』において吹出し内明朝体で表される

言語情報がディスコース内で果たす役割を見てみると、登場人物同士のやり取

りのセリフに限らず、登場人物が読者に向けて述べた説明や意見、読者への投

げかけ表現もあった（図 1 ）。

　⑵ 吹出し内手書き：『ダーリン』では吹出し内に手書きで書かれているもの

も多く見られた。これは明朝体で書かれたセリフの隣（左隅）に手書きで書か

れているものが多いが（図 1 「すばらしい !!」「漫画家も」「期待します」、図 2

図 １ 『ダーリンは外国人』55頁

図 ２ 『ダーリンは外国人』125頁
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「しゃべってるでしょ」、図 3 「よくできた子でねぇー」）、吹出し内にすべて手書

きで書かれた場合も見られた（図 2 「急いでるんだけど…」、図 3 「嫁の話はえ

えって」）。後者の場合には図 2 の例のように丸吹き出しの中に書かれる心の声

であることが多かった。吹出し内に明朝体のセリフと共に書かれた場合には、

吹出しの枠に沿うように、斜めに書かれているものが多く見られ、すべてが手

書きの場合には横書きのものも見られた。この吹出し内手書きは、登場人物の

セリフであっても補足的なコメントや、話の流れの中で重要ではないが面白い

図 ３ 『ダーリンは外国人』47頁

図 ４ 『ダーリンは外国人』94頁
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セリフであることが多い。また詳しい説明を登場人物に語らせる方法で書かれ

ている場合や、説明を追加する際に使用される場合も見られた（図 4 ）。

　ストーリー漫画の手書き部分に注目した Unser-Schutz（2010， 2011）では、少

年マンガには手書き文字はほとんど出ないが、少女マンガでは多少みられると

されている。後に詳しく述べるが、この少女マンガと比較してもエッセイ漫画

における手書き文字は多く使用されていた。

　⑶ 吹出し内ゴシック体：漫画の吹出し内でタイプされた文字を見ると、一

般的に明朝体以外のフォントが使用される場合には、大きな声のセリフや、セ

リフの中でも特に強調したい部分にゴシック体の太字が使用される例がよく見

られる。特徴的な話し方、例えばぶりっ子な口調をしている際にゴシック体の

太字を使用している例（『アンナさんのおまめ』など）や、人物が怖がっている

様子や驚いた様子を表現する際に、古印体（印鑑に使われるような文字、ミステ

リアスな雰囲気が出る）のフォントを使う例もある（『金田一少年の事件簿』な

ど）。このように、フォントを変えて言語情報のビジュアル化の表現方法を変

化させることで、どのように発せられたセリフなのかを読者に伝えることが可

能となる。『ダーリン』において吹出し内に使用されたタイプ文字はほとんど

が明朝体であったが、ゴシック体で書かれたセリフもあり、主に丸吹き出しの

図 ５ 『ダーリンは外国人』147頁 図 ６ 『ダーリンは外国人』43頁

東洋法学　第56巻第 1号（2012年 7 月） 41

（350）



中で心の声を表す際に使用されていた（図 5 ）。吹出し内の明朝体がセリフを

示し、ゴシック体が心の声を表現するというのはストーリー漫画においても同

じ傾向である。明朝体が正式な印象を持つのに対し、ゴシック体は身近なイ

メージがあるが（高柳 2005）、心の声をゴシック体で表現し読者に聞かせるこ

とで、読者に登場人物をより身近に感じてもらい、登場人物と共感してもらう

狙いがあるのかもしれない。その他『ダーリン』では、電話口の相手のセリフ

（図 6 ）、テレビの中の人物のセリフや、回想内でのセリフを表現するためにゴ

シック体のフォントを使うことで声の違いを表しているものも見られた。

　⑷ 吹出し外ゴシック体：吹出し外の文字は、タイプされた文字ではゴシッ

ク体が使用されることがほとんどである。これは漫画一般に言えることであ

る。コマの中に直接書かれる場合もあるが、四角い枠の中に書かれる場合もあ

り、これは漫画や作者によって異なる。エッセイ漫画のジャンル内でも、今回

見た『ダーリン』は枠なしで直接コマの中に書かれているが、同じ異文化を話

題にした『トルコで私も考えた』や『インド夫婦茶碗』では四角い枠を設けて

その中に書かれていた。状況説明などのナレーション以外にも、作者の意見や

読者への投げかけ表現もなされている。

　⑸ 吹出し外手書き：漫画では吹出し外にも手書きで書かれた文字が見られ

る。これは Unser-Schutz（2011）も指摘しているように、少女マンガと少年マ

ンガというジャンルに分けた場合、前者には時折見られるが後者ではほとんど

使用されていないという傾向がある。今回分析した『ダーリン』では頻繁に使

用されていた。ゴシック体で書かれた言語情報よりも詳しい状況説明や補足説

明をする際に使用されることが多いが（図 2 、 4 ）、オノマトペ（図 2 「アハハ

ハハ」、図 3 「オホホ」）や、メインではない登場人物のセリフ（図 3 「やめてく

ださいーお義母さん…」）も手書きで吹出し外に書かれていた。作中のタイプ文

字は全て縦書きに書かれているが、手書き文字は横書きに書かれているものも

あり、特に吹出し外の手書き文字にこの傾向が顕著に見られた（図 4 、 6 ）。

また縦書きに書かれた場合でも、少し斜めに書かれている場合が多かった（図

2 、 3 ）。
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　⑹ 吹出し外強調：漫画の吹出し外には「描き文字」と言われるような擬音

語・擬態語を画の中に描くように書かれた言語情報が使われるが、『ダーリ

ン』では筆で書かれたような強調文字が頻繁に使用されており、これらを「吹

き出し外強調」に分類した。『ダーリン』ではオノマトペ（心理状況を表す音喩

も含む）や、オチとなるセリフや説明（図 3 ）、状況説明の際に使用され、また

大きな声や強い口調で述べたセリフ（図 2 ）にも使われていた（ 3 ）。

　⑺ 吹出し外明朝体：『ダーリン』では吹出し外に明朝体が使用されている場

図 ７ 『ダーリンは外国人』33頁

（ 3 ）　強調文字を毛筆のような手書き文字で書く傾向は『ダーリンは外国人』の作者小栗左多里の別
の作品にも見られる。
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合もあった。これは長く具体的な説明や（図 7 の①～④）、フォントを変えるこ

とで説明が見やすくなる効果を狙っていると考えられるものもあった（図 4

「ともだち トモダチ 友達」）。

　以上に述べた七つのビジュアル化カテゴリー別文字情報のディスコースにお

ける役割を表にしたのが表 1 である。

表 １ 　『ダーリンは外国人』におけるビジュアル化カテゴリーの文字情報の役割

（ １ ）吹出し内明朝体 登場人物のセリフ（登場人物同士のやり取り、読者に
向けた解説、読者への投げかけ表現）

（ ２ ）吹出し内手書き 登場人物のセリフ（補足的なコメント、話の流れの中
では重要ではないが面白いセリフ）、登場人物の心の
声、詳しい説明

（ ３ ）吹出し内ゴシック体 登場人物の心の声（丸吹き出し内）、電話口の相手の
声、テレビの中の人物や回想内のセリフ

（ ４ ）吹出し外ゴシック体 状況説明などのナレーション、作者の意見、読者への
投げかけ

（ ５ ）吹出し外手書き 詳しい状況説明などのナレーション、補足説明、オノ
マトペ、登場人物のセリフ（主要以外の登場人物の場
合が多い）

（ ６ ）吹出し外手書き強調 オノマトペ、オチとなるセリフや状況説明、大きな声
や強い口調で述べたセリフ

（ ７ ）吹出し外明朝体 具体的な例示、詳しい（専門的な）解説

　上記七つのカテゴリーの文字数をカウントし、全体の文字数に占める割合を

出した結果が表 2 である。エッセイ漫画の特徴を明らかにするために、表 2 の

結果をストーリー漫画を対象とした先行研究の結果と比較する。表 3 は Unser-

Schutz（2011）の結果を簡略化したものである。

　表 2 と 3 を比較した結果、次のような特徴が明らかとなった： 1 ）エッセイ

漫画における吹出し外の文字の割合が高い、 2 ）エッセイ漫画における手書き

文字の割合が高い。以下にこの二つの結果を具体的に見ていく。

　まず、第一の吹出し外の文字の割合が高い点について考えていく。ストー

リー漫画を分析した Unser-Schutz（2011）では、吹出し外に書かれた「ナレー
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ション」「吹出し外のセリフと心の声」「吹出し外のコメント」「オノマトペ」

（「背景内の文字」と「タイトル」は除く）の四つの分類の合計は10．75％である。

それに対してエッセイ漫画の『ダーリン』では「吹出し外ゴシック体」のみを

見ても29．11％と三倍近い割合となっており、その他の吹出し外のカテゴリー

である「吹出し外手書き」「吹出し外手書き強調」「吹出し外明朝体」との合計

は53．05％と全体の半分以上にも及ぶ。

　それでは、なぜエッセイ漫画ではこのように吹出し外に書かれる文字が多く

なるのかを考えていく。従来の漫画のように吹出し内を「セリフ」、吹出し外

を「ナレーション」と考えると、エッセイ漫画ではセリフよりもナレーション

が多いということになる。これはエッセイ漫画の特徴、つまり、フィクション

のストーリーではなくエッセイであることが要因であると考えることができ

る。従来の漫画は、登場人物にセリフを語らせることでストーリーが進行して

いく。それに対して、エッセイ漫画とは作者の実体験を漫画の形で語ったもの

である。そしてその体験から浮き彫りにされること（『ダーリン』では日本文化

やアメリカ文化、日本人やアメリカ人の考え方や行動様式、日本語や英語の特徴な

どの文化的側面）を、読者に伝えるという性質がある。このような性質のため、

体験談を描くにあたっても細かい説明が必要となり、状況説明のようなナレー

ションが中心となって話が進んでいくのである。これが吹出し外の文字が多く

なる理由と考えられる（ 6 ）。

（ 4 ）　該当するのは 21 エピソード、計 127 頁である。それぞれのエピソードの間にある四コマ漫画
の形式のもの、及び文章のみのコラムは対象外とした。また各エピソードごとのタイトルも対象
外とした。

（ 5 ）　表 3 は Unser-Schutz（2011：177）を簡略化したものである。Unser-Schutz（2011）の分類は英
語で表記されているが、本研究のデータと比較しやすいように日本語に直した。また、表 2 と
比較しやすいように、カテゴリーの順番も並べ替えて示している。分類の英語の表記は順に 

“Lines,” “Thoughts,” “Narration,” “Background lines/thoughts,” “Comments,” “Onomatopoeia,” 
“Background text,” “Titles” である。「背景内の文字 “Backgound text”」とは画の中に現れる看板の文
字などのことである。最後の二つの項目「背景内の文字」及び「タイトル」は、表 2 との比較
において対象外としている。

（ 6 ）　甲斐（1989）は、既成の言語作品の漫画化や、歴史・科学ものなどの解説漫画にはナレーショ
ンが長くなる傾向があることを指摘している（1989：37）。
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　更に、それぞれの分類で記される文字情報の役割（表 1 ）を見ると、従来の

ストーリー漫画のように必ずしも「吹出し内」が登場人物のセリフを示し「吹

出し外」がナレーションを示すのではないことが分かる。吹出し内でも登場人

物のセリフとして状況説明や解説がなされている場面が多く見られる（図 1 ）。

また、セリフとナレーションがはっきり分かれている場合もあれば（図 8 「と

言われたこともある」がナレーション）、ナレーションをセリフに入れてつなげ

ている場合も見られた（図 9 「ポーカーフェイスが一番だね」は吹出し外ゴシック

体で書かれたナレーションの続き）。先述のように、ストーリー漫画では物語は

吹出し内のセリフ、つまり登場人物に語らせることによって進行していくが、

『ダーリン』のようにさまざまなエピソードを紹介する中で文化的要素を読者

に伝えるためには細かい説明が必要となる場面も多く、それらをすべて登場人

物のセリフのやり取りで表現することは困難である。そこで説明を、後に見る

ようにタイプされた文字と手書きといった多様なビジュアル化で多層化しなが

ら詳しく記述することにより、効果的に読者に伝えることが可能となってい

る。

　エッセイ漫画ではセリフとナレーションの区別がはっきりしていないことを

図 ８ 『ダーリンは外国人』54頁 図 ９ 『ダーリンは外国人』49頁

東洋法学　第56巻第 1号（2012年 7 月） 47

（344）



見たが、セリフの持つ役割もストーリー漫画とエッセイ漫画では異なると言え

る。セリフによってストーリーが進行する従来の漫画とは異なり、『ダーリ

ン』ではセリフは状況説明を分かりやすくするための単なる一つの手段として

使われていると考えられる。メイナード（2008）はエッセイなどの文章の中で

会話のような表現を入れるレトリックがしばしばみられることを指摘し、それ

を「会話修飾文」と呼んでいる。そして、文章という書きことばのジャンルの

中に生きた会話を挿入することで、単なる語りや説明の中にも生き生きとした

効果が期待できるとしている（2008：83）。エッセイ漫画とはこの会話修飾文

の機能をさらに複雑に使用したものと考えられる。つまり、エッセイという書

きことばの中に会話（登場人物のセリフ）を挿入しているわけであるが、それ

を画を用いて人物に語らせることにより、エッセイがさらに生き生きと表現さ

れているのである。このように状況説明をナレーターの視点からだけでなく、

異なるビジュアル化の表現方法を取り、登場人物に語らせることにより、複数

の声（視点）から多層化して示すことができ、より分かりやすく読みやすい、

そして面白い読み物となっていると考えることができる（ 7 ）。

　次に、第二の特徴である手書き文字の割合が高いという点を見ていく。Un-

ser-Schutz（2011）では、従来のストーリー漫画における手書きの部分の分類

（「吹出し外のセリフと心の声」と「吹出し外のコメント」）の文字数と全体に対す

る割合が出されているが、この結果と比較すると今回見たエッセイ漫画の作品

ではかなり手書きの割合が高いことが分かる。Unser-Schutz（2011）では手書

きで書かれた部分である「吹出し外のセリフと心の声」と「吹出し外のコメン

ト」はそれぞれ3．50％と0．39％である。両者を足しても3．89％である。Unser-

Schutz（2011）の結果では、少年マンガよりも少女マンガの方が手書きの割合

が高く出ているが、その少女マンガに限った結果を見ても「吹出し外のセリフ

と心の声」と「吹出し外のコメント」の割合は6．83％と0．74％で、合計7．57で

（ 7 ）　ナレーターの視点から述べられているのか、それとも登場人物の視点から述べられているのか
という違いは、ビジュアル化の方法からのみではなく、言語情報の文法要素（文末表現や時制な
ど）からも認識できる。
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ある。それに対し、『ダーリン』では吹出し内の手書き文字が4．90％、吹出し

外の手書き文字が20．26％であり、両者を足すと25．16％になる。『ダーリン』

の場合、書かれた文字情報のうち、四分の一が手書きで書かれていることにな

る。

　この手書き部分が多い特徴についても、先に見た吹出し外の文字が多いとい

う特徴の理由と重ねて考えることができる。手書きでどのような内容の情報が

書かれているかを見ると、「吹出し内手書き」はセリフであっても補足的なコ

メントや、話の流れの中で重要ではないものの面白いセリフであったり、状況

の詳しい説明をする際にも使われている。また「吹出し外手書き」は、詳しい

状況説明や、主要以外の登場人物のセリフなどの時に使われている。これも、

エッセイ漫画の性質として作者の実体験を載せているため、またその体験から

異文化理解を読者に促すことを目的とするため、より詳しい説明や解説が必要

となることからきていると考えられる。例えば、図10では、主人公のセリフの

下に手書き文字で同じような内容のことを言い換えているが、それにより作者

の言いたい内容が読者により分かりやすく伝わっている。

　更に、エッセイ漫画では作者の実体験を紹介するに留まらず、作者のさまざ

まな意見も述べられており、それらが手書きで書かれていることが多い。タイ

プされた文字が正式な印象を持つのに対し、軽いイメージを持つ手書きを用い

てビジュアル化することで、インフォーマルな意見というイメージを持って意

見することができる。また、手書きで書くことにより、作者という人物が浮か

図10　『ダーリンは外国人』53頁
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び上がり（“authorship” Mealing 2003）効果的に意見を主張することが可能とな

る。例えば、図 1 では事実を副主人公のセリフの形で明朝体で記し（「川崎市

では…」）、それに対する意見を一言手書きで加えている（「すばらしい !!」）。更

に、主人公のセリフとして作者の意見が明朝体で示され（「『外国人』って…」）、

その後に手書き文字で一言「期待します」と加えている。この「期待します」

という部分はタイプ文字よりも大きな手書き文字で書かれているため、作者の

強い主張であることが伝わってくる。

　Unser-Schutz（2011）では手書きの部分はストーリーに直接関係しないもの

であり、読み飛ばしてもいい部分、また補足的なものであり、ジョークやメモ

のようなものとし、“secondary nature” なものであると述べている。また、Allen 

and Ingulsrud（2008）の研究では、手書きで書かれた部分やナレーションの部

分は飛ばして読む読者が多いという結果が出ている。なるほどストーリー漫画

に出てくる手書き文字は、小さく、また細いタッチで書かれていることがしば

しばである。それに対し、『ダーリン』の場合、手書きの文字はタイプの文字

の大きさと同じ位の大きさで書かれている場合が多く、また「吹出し内手書

図11　少女漫画における手書き文字の例（NANA 第 ２ 巻 135頁）
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き」の分類の説明で述べたように、吹出し内がすべて手書きで書かれている場

合もある。図11は Unser-Schutz（2011）で例示された「吹出し外のコメント」

の例であるが（図下の「←デートなので着がえた」）、ストーリー漫画ではこのよ

うに小さな細い手書き文字が使われるのに対し、『ダーリン』ではこれまで見

てきたようにタイプされた文字と大きさが変わらない手書き文字が多い。Un-

ser-Schutz（2011）の述べるように、手書きのところを飛ばしてもほとんどの部

分では話の内容が分からなくなるほどではないが、ストーリー漫画に比べて手

書きで書かれている文字が大きく使用頻度も多いため、飛ばして読まれること

は少ないと考えられる。それでも、手書きで書くことによってインフォーマル

な印象や “secondary nature” であるというイメージが出ることは否定できず、

補足的なコメントや作者の意見を述べる際に効果的に使用されている。

　以上、各カテゴリーの文字情報の役割と、カテゴリー別に使用された文字の

割合をみることで、エッセイ漫画の特徴を見てきた。第一の特徴としては、吹

出し外の文字の使用が多いことで、これはエッセイ漫画の扱う内容が架空のス

トーリーではなく、作者の実体験に基づくエピソードであり、そこから読者に

異文化理解といった要素を促すものであるために、より詳細な情報を提示する

必要があることが要因であることを示した。更に、もう一つの特徴である、手

書き文字の使用が多い点に関しても同様に、作者の実体験を基にした話である

ために、細かい描写を手書きという異なるビジュアル化の表現方法で示すこと

で、タイプ文字の羅列された文章のみのエッセイとは異なる、読み進めやすい

ものとなっていることを述べた。また、作者のさまざまな意見や主張を述べる

場合にも、タイプ文字だけでなく手書きで表現することで、作者という人物が

浮かび上がり、読者に効果的に訴えることができていることを見た。

5 ．考察：エッセイ漫画における「間ジャンル性」

　本節では、『ダーリンは外国人』を対象とした前節の分析結果を「間ジャン

ル性」（メイナード 2008）の概念を用いて、エッセイ漫画の作品が ⑴ 内容、

⑵ 言語情報のビジュアル化の方法、⑶ 言語情報の役割、⑷（エッセイ漫画に
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特徴的な）画、という複数の異なるレベルにおいて、温かみや身近さ、親しみ

やすさといったイメージを効果的に読者に伝えていることを考察していく。

　メイナード（2008）はディスコースの中でバーバル情報およびビジュアル情

報の表現方法が異なるもの（メイナード（2008）では「ジャンル」と呼ぶ）が遭

遇することで生じる意味や効果のことを「間ジャンル性」と呼び、複数のジャ

ンルを駆使し複数の声を用いて共通の情報を表現することで、次のような効果

が見られるとしている：⑴ 異なる世界が導入され、変化に富むディスコース

となる、⑵ 異なるジャンルを交差させることで生じるサプライズ効果が出

る、⑶ 一つのジャンルでは表現しにくいものを相互協力を通して意図する意

味が効果的に創造される、⑷ ジャンルを操作することで創造性が発揮され

る、⑸ 複数のジャンルを混合することによって複数の主体、もしくは主体の

複数の側面を表現することができる（メイナード 2008：23-24）。以下にエッセ

イ漫画の四つのレベルによるマルチジャンル分析の結果、これらの効果が出て

いることを考察していく。

　第一のエッセイ漫画の「内容」はこれまで述べてきたように、作者自身が主

人公となり、作者の体験談や体験して思ったことなどを通して、あるテーマ

（今回対象とした『ダーリン』では日本やアメリカの文化的側面）についての理解

を読者に促す、もしくは再認識させるものである。ストーリー漫画にも作中に

作者が登場する場面があり、それを竹内（2005）は「媒介者」と呼んでいる。

特徴としては ⑴ 漫画の単行本であれば出だしや終わりに登場する、⑵ 作者

本人がコミカルなふるまいをする、⑶ 物語の語り手としての役割を担う、を

あげている。作者や作者とおぼしき人物を登場させることにより、作者と読者

の距離を縮めることになり、その漫画がより身近なものになるとしている。更

に竹内（2005）は「マンガの作者とおぼしき媒介者の登場は、マンガというメ

ディアが自らをパロディの対象としてしまうほどに柔軟な装置であり、なによ

り読者と作者の垣根が低いメディアであったためではないかと思える。」

（2005：46）とも述べている。

　このように読者と作者の距離を縮めるような「媒介者」が、単なる一登場人

52
エッセイ漫画のマルチモダリティ：言語情報のビジュアル化と「間ジャンル性」
� 〔成岡　恵子〕

（339）



物ではなく、主人公となっているのが『ダーリン』をはじめとするエッセイ漫

画の特徴である。ストーリーと読者を媒介する役割を果たすので「媒介者」と

呼んでいるが、その媒介者が主人公であるため、読者にとって内容（実体験の

エピソード）全体が身近なものと感じられるようになっている。また、普段は

漫画の裏側にいる作者が前面にでることで、作者の新たな一面が読者に伝わる

とも言える。

　次に言語情報のビジュアル化の方法についてであるが、これは第四節の分析

で見た通りである。一つ目の大きな特徴として、手書き文字が多く使われてい

たことがあげられるが、手書き文字には、親しみやすさ、柔らかさや温かさと

いったイメージがあり（高柳 2005）、明朝体やゴシック体のようなタイプされ

た文字では表現できない意味が表現される。また、手書きで書くことによって

その書き手、つまり作者の存在（“authorship”）が強く暗示されることになり

（Mealing 2003）、先述の「媒介者」と同様に、作者と読者の距離が近くなり、

読者が作者のことをより身近に感じることになる。更に、エッセイ漫画の中で

手書きが横書きや斜めに書かれている例が見られたが、横書きや斜めに書かれ

た文字にも、縦書きの持つ正式でかしこまった印象とは異なり、よりカジュア

ルで身近なイメージが表現されている。

　『ダーリン』で使用された言語情報のディスコースにおける役割についても

観察したが、その結果から、状況説明がさまざまなビジュアル化の表現方法に

よって多層化され、詳細まで示されていることを指摘した。異なるフォントや

手書き文字を使用し、情報を多層化して詳しく示すことにより、作者の体験し

たことや意見が読み手にとって分かりやすく示され、それにより読者が理解・

共感しやすい話になっていると考えられる。また、セリフのやり取りでストー

リーが進行する従来の漫画とは異なり、『ダーリン』ではセリフとナレーショ

ンの垣根が低く、登場人物のセリフとしてナレーションが行われる場面もしば

しばみられた。文章のみのエッセイにも「会話修飾文」（メイナード 2008）と

呼ばれる会話文を挿入することによって、生き生きした文章になることが指摘

されているが、エッセイ漫画においてはエッセイを漫画というスタイルで描
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き、セリフだけでなくナレーションや意見を登場人物に語らせることにより、

更に生き生きとした話になっている。

　第四の画についてであるが、『ダーリン』ではこれまでに示した図 1 から図

10を見ても分かるように、画がシンプルなタッチで、またコミカルに登場人物

などが描かれている。これはエッセイ漫画の作品の多くに共通する特徴であ

る。同じ異文化理解に関する作品『トルコで私も考えた』と『インド夫婦茶

碗』においても登場人物（主人公はともに作者）はシンプルでコミカルな画で

ある（図12、13）。

　興味深いことに、上に挙げたエッセイ漫画の作者が描くストーリー漫画を見

ると、人物などが異なるタッチで描かれている。図14は『ダーリン』と同じ作

図13『インド夫婦茶碗』17頁

図12『トルコで私も考えた １ 』85頁
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者のストーリー漫画の作品（『カナヤコ』2004年）の一部であるが（人物は主人

公と副主人公の一人）、このようにストーリー漫画においては、少女マンガによ

く見られる目が大きくキラキラしたような画で人物が描かれている。『インド

夫婦茶碗』と『トルコで私も考えた』の作者のストーリー漫画の作品を見ても

同様のことが言える。エッセイ漫画では主人公が作者自身であるため、その人

物を少女マンガのような目がキラキラした人物として描くよりも、シンプルで

コミカルに描く方が心地よいのかもしれない。同じように、竹内（2005）で例

示された「媒介者」として登場する作者と思しき人物も、シンプルでコミカル

なタッチで描かれたものが多い。エッセイ漫画の中でシンプルでコミカルに描

かれた登場人物は、読者に身近な感覚を与え、読者はより共感しやすくなると

考えられる。

　以上述べたことをまとめたものが表 4 であるが、エッセイ漫画の代表作

『ダーリン』のディスコースをマルチモーダルに観察すると、四つの異なるレ

ベルで類似した効果が出ており、すべてが読者にとって親しみやすさ、身近

さ、分かりやすさを出すような “reader-friendly” なディスコースになっている

ことが分かる。

図14『カナヤコ』（小栗左多里作）113頁
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　エッセイ漫画とは、読者にとって身近に感じられる作者の体験やその感想を

題材にしている。そのような情報を「親しみやすい」「温かみのある」という

イメージを持つ手書き（高柳 2005）を多用したり、時には横書きで表現してい

る。そして、場面や状況をさまざまなビジュアル化の表現方法を使用して詳細

まで分かりやすく説明し、作者の意見も散りばめて共感を促すような内容に

なっている。更に、エッセイ漫画では多くの場合に著者が主人公であるが、人

物の画がシンプルでコミカルなタッチで描かれているため、親しみやすいイ

メージが表現される。このような点から、メイナード（2008）の言う、「間ジャ

ンル性」のもたらす効果を狙った作品となっていると言える。つまり、バーバ

ルとビジュアルの情報が融合し合い、親しみやすさ、身近さ、分かりやすさと

いった意味を相乗効果を上げながら読者に伝える、マルチモーダルなディス

コースになっているのである。

6 ．結論

　本研究は「エッセイ漫画」と呼ばれるジャンルの代表作『ダーリンは外国

人』を分析対象としたマルチモーダル分析を行い、作品の中でビジュアル記号

とバーバル記号の交差や融合を見ていくことを目的とした。特に書かれた言語

情報に焦点を当て、作品のどの位置にどのようなビジュアル化がされているの

表 ４ 　『ダーリン』における異なるジャンルと「間ジャンル性」の効果

◆内容
　主人公が作者自身
　作者の体験談

→ 身近さ、親しみを感じる

◆言語情報のビジュアル化
　手書きが多い
　横書きもある

→  親しみ、温かみを感じる

◆言語情報の役割
　状況説明が多層化
　セリフとナレーションが入り組む構造

→ 分かりやすい
→ 生き生きとした表現

◆画
　シンプルでコミカルな画 → 親しみを感じる
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かを調べた結果、吹出し外に現れる文字数が多いこと、また手書きで書かれた

文字数が従来のストーリー漫画に比べて多いことが分かった。それらの要因

を、エッセイ漫画の性質、つまり作者自身が登場人物となり実際に体験したこ

とを基にした内容であることと関係することを見た。考察においては、「内

容」「言語情報のビジュアル化」「言語情報の役割」「画」という作中の四つの

レベルにおいて身近さ、親しみやすさ、分かりやすさといった、類似した効果

が表出されており、複数のレベルにおいてそれらが遭遇することでより効果的

な情報伝達となっていることを見た。

　本論ではストーリー漫画を従来の「漫画」とひとくくりにしたが、実際には

漫画にもさまざまな種類やジャンルがある。漫画と呼ばれるものの中でのジャ

ンルにおける違いに関してもさらに詳しく見ていく必要があると考える。ま

た、今回は限られた対象の中での分析であったが、そのほかの異文化理解を題

材とするエッセイ漫画（『トルコで私も考えた』『インド夫婦茶碗』など）にも類

似した傾向が見られた。今後は異なる題材を扱ったエッセイ漫画にも分析対象

を広げ、さらにこのエッセイ漫画という新しいジャンルのマルチモダリティ分

析を発展させていきたい。
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